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(1) 検査症例: HC C48例及び良性肝疾患35例(肝硬変19例，慢性肝炎 5 例，肝のう胞 4 例，肝血管腫
3 例，脂肪肝 3 例，肝膿蕩 1 例)である。
(2) 検体採取法:へパリン処理した22ゲージの細径穿刺針及び注射器を用いて，超音波映像下に経皮的
肝穿刺吸引を行った。
(3) 標本作製法:検体は 2 分し，以下のように処理した。





なお， HCCの組織分類はWHO分類に準拠し， pseudoglandular and narrow trabecular type を



































HCCの細胞診は， (1)個々の細胞の異型性を判定基準とする従来の観察法のみでは不十分で， (2) 我々
のへパリン処理による検体採取法によりはじめて可能となった細胞配列像の観察が極めて重要であるこ
とを示した。
論文の審査結果の要旨
本論文は，肝細胞癌の細胞診における，個々の細胞の異型性を判定基準とする従来の観察法の限界を
越えるため，へパリン処理を施して検体採取を行い，良好な細胞標本を作製し，細胞配列像の観察を可
能とした。本法により，肝細胞癌に特徴的な細胞配列像を見い出し，これらの細胞配列像の観察が肝細
胞癌の細胞診断に極めて重要であることを明らかにした。
この論文は，肝細胞癌の細胞診に大きく寄与するものである。
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